
鑑

地質調査所月報，第38巻第2号，p，81－98，1987

常磐炭田漸新統白坂層の珪藻及び珪質鞭毛藻化石
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YANAGlsAwA，Y．and　SuzuKI，Y．（1987）　Diatoms　and　silicoflagellates　from　the　Oligocene　Shira－

　　saka　Formation　of　the　Joban　Coalfie1（i，northeast　Japan．B％μ．Gθo！．S％γ”．みゅα鶴voL38

　　（2），P．81－98．

甦

A恥s駿窺et：The　diatoms　and　silicoflagellates　from　the　Oligocene　Shirasaka　Formation　of　the　Joban

Coalfield，northeast　Japan　were　stu（1ied．The（liatom　assemblage　is　relatively　monotonous　in　com－

position　and　dominated　by　genera　Sホ帥ん伽oρy短εan（L40古伽oρ砂oん麗ε．The　silicoflagellate　assem－

blage　is　characterized　by　abundant　occurrences　of　Dづo砂06んα44∫α稀4惚づ　an（1ハ拓8so6ε物ααρ∫o％’αホα

αρ∫6％Zα’α．The　age　of　the　Shirasaka　Formation　is　considered　to　be　Early　Oligocene　b＆sed　on　sili－

coflagellate　biostratigraphy　and　occurrence　of　R㎝廓αoわεsαwhich　is　a　diatom　diagnostic　of　Early

Oligocene　age．

亘。はじめに

　日本を含む北太平洋における珪藻及び珪質鞭毛藻化石

層序学は，新第三紀一第四紀については近年急速に進歩

し，地層の広域対比や年代推定の手段として重要な役割

を果たしている．しかしながら古第三紀については研究

が非常に遅れており，群集の内容についてさえもよくわ

かっていない．このうち珪質鞭毛藻化石については沢

村・音羽（1979〉，沢村（1984）の研究があり，ある程

度古第三紀の群集内容がわかっているが，珪藻化石に関

しては秋葉ほか（1982）が釧路炭田の漸新統から産出し

た珪藻化石群集について簡単に触れているのみで，これ

までに日本の古第三紀の珪藻化石群集についての詳しい

報告は全くなされていない．また北太平洋全域について

みても，カリフォルニアの中期始新世珪藻化石群集の研

究（KANAYA，19571BARRoNetal．，1984）はあるが，こ

の他には古第三紀の珪藻に関する研究はなく，現在この

地域における古第三紀の珪藻化石群集についての知識は

極めて乏しい状態にある．このことは，珪藻化石層序学

的研究の上でも，また地球規模での珪藻化石群集の進化

を解明して行く上でも，大きな障害となっている．

筆者を含む研究グループは，常磐炭田地域に分布する

第三系の層序学的研究を行う過程で，’古第三系白水層群

中の白坂層から採取した試料から珪藻及び珪質鞭毛藻化

石を検出した．この研究では白坂層の珪藻及び硅質鞭毛

藻化石群集を分析して，その組成の特徴を明らかにし，

更にその結果に基づいて，白坂層の地質時代について考

＊　地質部　＊＊　燃料部

察した．

研究をまとめるに当たり，大阪大学教養部の小泉格助

　第1表常磐炭田の層序（須貝ほか，1957）

Table　l　Stratigraphic　succession　in　the　Joban

　　　C・alfield（SuGAI，etal．，1957）
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教授には原稿を読んでいただくと共に，種々御討論いた

だいた．また石油資源開発株式会社技術研究所の沢村孝

之助博士には白坂層の珪質鞭毛藻化石について教えてい

ただいた．ここに厚く御礼申し上げる．

　地質調査所地質部坂本亨技官には原稿を読んでいただ

いた．また同部秦光男，吉田史郎，竹内圭史，燃料部藤

井敬三の各技官には野外調査に際し御協力いただいた．

以上の方々に深く感謝する．

2．地質概説

　須貝ほか（1957）によれば，常磐炭田には先白亜系を

基盤岩として，白亜系の双葉層群，漸新統の白水層群，

中新統の湯長谷・白土・高久層群，中新一鮮新統の多賀

層群が分布しており，各層群はそれぞれ不整合で画され

ている（第1表）．

　これらのうち，今回研究を行った漸新統の白水層群は

下位より，石城爽炭層，浅貝層，白坂層に区分される．

最下部の石城爽炭層は礫岩，緑灰色一暗灰色砂岩，暗灰

色泥岩及び炭層からなる．浅貝層は塊状無層理の帯緑青

灰色細粒砂岩で，浅貝動物群と呼ばれる貝化石群集を産

する．最上部の白坂層は塊状無層理の灰色泥岩からなり，

稀に細粒砂岩及び凝灰岩の薄層を挟む．

　白水層群は常磐炭田地域に広く分布するが，今回珪藻

及ぴ硅質鞭毛藻化石を検出した白坂層の試料は常磐炭田

南部，国鉄常磐線大津港駅南西約2Kmの茨城県北茨城

市狸々内周辺に分布する白坂層から採取したものである

（第1図）．この付近の白坂層は灰色泥岩からなり，層

厚は約180mである（第2図）．

3．方法及び結果

　珪藻及び硅質鞭毛藻化石を産出した試料は，狸々内付

近の2つのルートで採取した（第1図及び第2図）．こ

の場所は，沢村（1984）が珪質鞭毛藻化石を報告した地

点とほぼ同じである．

　試料の処理は小泉・谷村（1978）に従って行い，各試

料につきスライドを2枚づづ作成した．

　観察は広視野光学顕微鏡を用いて，100×10の倍率で

行った．珪藻化石にづいてはスライドを走査して，200

個までの蓋殻を算定し，認められた種の蓋殻数を記録し

た．更にそれ以上の走査で認められた種は，present（＊）

として記録した．珪質鞭毛藻化石については，2枚のス

ライドの全面を走査して認められた種の個体数を記録し

た．

　分析の結果，ルート1では最上部のJOB168から，ま

、彫撹

灘逢敏、懸

南ヤ町神」

関勲1

夢．

S舳d蜀ed
　調瞼識灘卿，

為kyo，

　　　　　　　第1図　試料採取位置図

国土地理院発行1／2万5千分の1地形図「勿来」「大津」「川部」「磯原」を使用．

　Fig。1　Location　of　samples　studied．（See　Tables2and3）
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　　　　　　第2図　地質柱状図
試料の層序的位置を示す．＊は珪藻及び硅質鞭毛藻を産出した

試料．

Fig．2　Stratigraphic　columnar　sections　showing

　　　stratigraphic　positions　of　samples　stu－

　　　died。

Diatoms　and　silicoflagellates　are　obtained　from　samples

marked　by　asterisk（＊）．1：泥岩（Mudstone），2：泥岩

砂岩互層（lnterbeddedmudstoneandsandstone），3：砂

岩（Sandsto虎），4：露出のな吟部分（Noexposure）

たルート2では最上部のJOB178㌧1から」OB182まで

の試料から（ただしJOB180は除く），珪藻及び珪質鞭

毛藻化石を検出した．しかしこれより下位の試料からは

両者共に産出しなかった（第2図）．産出した珪藻及び

珪質鞭毛藻化石は，保存状態が悪く，破片状のものが多

かった．

　同定された種を第2表及び第3表に示す．このうち主

な種をPlate1－4に示す．

4．珪藻及び珪質鞭毛藻化石群集

　白坂層から産出した珪藻化石群集は，種数が比較的少

ない．特徴として次の点が上げられる．

　（1）海棲のS妙肱初砂廊属の頻度が高く，全体の

24－86％を占める．この特徴は，秋葉ほか（1982）が報

告した釧路炭田の漸新統縫別層の石灰質団塊から産出し

た珪藻化石群集（S妙肋初伽f3spp．Assemblage）1）と共

通する．珪藻群集中S妙加初の廊属が高い比率で含ま

れることは，各地の古第三系で一般的に認められる傾向

であり（H珊6s，1976など），ここに指摘した群集構成は

本来の群集内容を夙映したものであろう。ただし今回分

析した試料では，珪藻化石の保存状態が悪いため，殻が

厚く，破壊・溶解作用に強いS妙加初吻廊属の比率が

相対的に高くなっている可能性もある．

　（2）海棲沿岸水性の，4画初吻oh粥属の産出量が比較的

多く，最大で38％にのぼる。また浅い環境に棲む底生

のCooo伽廊属やR加抑伽痂属も産出している．更に淡

水性種の、4％’α60s搬cfr．8名α”％協α及びM6君os加卿o協α

が僅かながら含まれており，河川水の流入を示す．以上

のことは白坂層が，比較的海岸に近い沿岸水の発達した

浅い環境で堆積したことを示している．

　（3）白坂層の珪藻化石群集は，これまでに知られてい

る中新世以降の群集とは組成が全く異なっている．とく

に中新世以降の群集中に極めて大量に含まれる丁加’αs－

s伽翻α痂伽6ん伽463を初めとする丁加’αs3伽伽α属が白

坂層には全く含まれていない点で大きな違いがある．

　珪質鞭毛藻化石は産出量が少なく，同定した種は全体

で僅か6種で，貧弱な組成である．群集の中ではP拓

砂o・加44伽4傾が多く，全体の半分以上を占める．次

いでMθ30伽α砂加厩α砂∫o％雌α及びCo噸s伽α肱s鰯α

砺％・γが多い．

5．珪藻化石麟序

古第三紀の珪藻化石層序は，FENNER（1985）によっ

1）ただし秋葉ほか（1982）はこの珪藻化石群集の具体的な組成は明らか

にしていない．
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　　　　　　　　　　　　第2表　白坂層の珪藻化石産出表

Table2　0ccurrence　of　diatoms　from　the　Shirasaka　Formation．

Sample

Diatom　species
JOB　　　JOB　　　JOB　　　JOB　　　JOB　　　JOB　　　JOB
168　　　　178’　　　　178，　　　　178　　　　179　　　　181　　　　182

　　　　　　　－1　　　　－2

血bcos加cfr．8rα磁観α（EHRENBERG）SIMoNsEN

ルfelos加α陀o観αMolssEJEwA
∠4c伽oPツcん協sεηα磁s（EHRENBERG）EHRENBERG
．A，　　　　　　　　sp．　（triangular）

B凝醐ρ肋∫励磁虚αGREVILLE

　2

　1

　7

14

　3

1

　7

61

　3

　1

12

27

　4

19

58

4
　1

　7

1s

　2

2
5

2
3
1
3
1

Ces孟odεsc認sp．A

C．　　　　　sp。B

Coccoηεお　cfr．　scμむε伽η傷　EHRENBERG

C。　　　　SPP．

Oosc加o伽cμsm㎎伽加sEHRENBERG

1
1
1
1
＊

5
2
4
7
15

　9

　1

4
4

1

3

1

9
3

＊

C・　　　　　sツ7ηわoめPんoπおGRUNow

σ　　　　　sp．

GハZη勿7ぬ¢OPゐ0ハα　sp．

地π伽血scfr・po砂㎜置P加sGRUNow
H。　　　　SPP。

8
1

9
2

4

1
9
3

7

5
1

5

7
4

7

15

　3

2

2

2

3
1

K趣εをひ飽伽　eαP㎞　SHEsHuKovA－PoRETsuKAYA　s。1．

％rαεめ　sω記αむα（EHRENBERG）　CL甘vE

Psθμ面ε吻εr㏄如船cんeηeui囲（MEIsTER）GLEsER

Py」σ撒9π星c跳TEMpEREandFORTI
P．　　　　ア℃診あωbεαGRovE　and　STuRT

28
　2

　7

　3

10

9
1
6
＊

1

　3

　2

　6

11

4
14

　2

43
　1

　3

　7

2
1
2
1

3
4
4

1
Rんαρん0πeis　sp．

RんセOSO房πめ　sp．

Roμ劣ぬ　8ハα紘SCHRADER
Ro㏄κめ　oわεsα　S　CER　ADER

Sceρ々roηεεs　ρθsp㎞3　F　E　NNER　and　ScHRADER

　2

19

　1

　7

　＊

4
4

4
1

1
9
1
1
2

1
9

2

4
3
1

2

＊

3
2

1

2

2
3

S孟ε．ρhαπopッ窺s8π6袖oω‘‘GRovE　and　STuRT

S・　　　　mα弓9加α孟αGRUNow

S．　　’　即erわα（GREV肌E）GRむNow
S．　　　　　　　　診μηぜs（GREVILLE）RALFS

S．　　　　　　sp．A

＊

2
8
3

　＊

　1

15

　2

　1

　1

　3

11

　8

　3

　1

13

　1

3
7
3
1

　1

41

　5

　5

　1

38

　2

s．

s．

S．

s．

s，

sp．B
sp．C
sp。D
sp．E
sp．F

　9

28

　1

　2

17

　8

　2

22

16

17

　5

16

　6

10

　2

　1

10

14

29

2

8

47

30

48

42

10

　2

48

S．　　　　　　SPP．

Tんα傭s‘os‘7rα　η惚dめco4ひeκαScHRADER

T　　？　　　　sp．

T7伽crめ　eコじCαUαむαHEIBERG

Trocんos搬sρあosαKITTON

　1

13

　2

　＊

4
2
＊

　1

11

　2

　1

　1

4

＊

6
1
1

1 2
3

T．　　　　　εrocんめαHANNA

MISCELLANEOUS
1
＊ ＊

1
－1

＊ ＊

Total　number　of　valves 200　　　　200　　　　200　　　　200　　　　200　　　　200　　　　200

＊：present，一二absent 試料採取地点は第，1図参照

Forl・cation・fsamplesseeFig．1
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て総括された．それによれば古第三紀では群集組成の地

理的な違いから，低緯度地域（Jous登，1974，1979；FEN－

NER，1984a，b），ノルウェー海（ScHRApERandFENNER，

1976；DzINoRIDzEetal。，1978）及び南氷洋（GoMBos，

1976；GoMBos　and　CIEsIELsKI，1983）の3つの地域で異

なづた帯区分が提案されている（第3図）．

Table3

　日本を含む北太平洋地域では研究が遅れており，古第

三紀珪藻化石帯区分はまだ確立されていない．しかし白

坂層から産出した珪藻の中には，既に帯区分が設けられ

ている上記3地域の古第三紀珪藻化石群集と共通する幾

つかの種が含まれており，これらの種の生存期問から白

坂層のおおよその時代が推定できる．

　　　第3表　白坂層の珪質鞭毛藻化石産出表

Occurrence　of　silicoflagellates　from　the　Shirasaka　Formation．

Sample

S丑icoflagellate　species JOB　　　JOB　　　JOB
168　　　　 178，　　　　178P

　　　－1　　　－2

」OB　　　JOB　　　JOB　　　JOB

178　　　　179　　　　181　　　　182

Coめおemαんαsεαむα而ηρr（ScHuLz）BuKRY

1）：yo孟ツochα吻∫b繍窃FRENGuELLIexGLEsER
1）εsむephα7㎜cπ嬬，（EHRひ）HAEcKEL

D醜Pん㎝μsspεcぬπ凋ρθcμ伽m（EHR。）GLESER

ハ4θsoceπααρεcμ如εααPεcωbむα（ScHuLz）BuKRY

恥痂吻psおcfLoo戚襯α（ScHuLz）FRENG

2
10

7
2

2
2

1
1

2
14

1

1

4
6
1

2

1
6

1

1
2

1

Total　number　of　specimens 20　　　21 6 18 13 8 4

：absent 試料採取地点は第1図参照

For　location　of　samples　see　Fig．1

AGE

LOWLATITUDES

Fenner
（1984a，b）

　Jous百
（1974，1979）

Schrader＆Fenne
　　（1976）

NORWEGIAN　SEA

　　　DzinoridzeetaL
　　　　　（1978）

Fenner
（1984a。b〉

SOUTHERN　OCEAN

　Gombos＆Ciesielski
　　　（1983）

Gombos
（1976）
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国L旨
8
営
■
O
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　第4表に時代の推定に使用可能な種とその産出時代を

示す．なお第4表はBARRoNetal．（1984），DzINoRDzEet

aL（1978），FENNER　（1978，1984a，1984b，1985），GoMBos

（1976），GoMBos　and　CIEsELsKI（1983），HAJ6s　（1976），

ScHRADER　and　FENNER（1976）を基にして作成した．

　第4表に示した種の産出時代は中期始新世から後期漸

新世にわたる．このうち白坂層の珪藻化石群集は，前期

漸新世珪藻化石群集と共通する種が多い．主な種として

1～伽短αoわ召sα，Thα」αssfos惚耀4fα6伽”召κα，Soθρ銘㎝6¢sρos一

ρ1α鰯ε，翫砂h伽碗卿3甜餌γ肱，S．解α㎎伽碗αがある．中で

もR％珈oδ8sαは産出期間が短く，上記のいずれの地域

でもその産出が前期漸新世に限られる（第4表）．従っ

てこの種が白坂層からほぼ連続的に産することは，本層

の時代が前期漸新世であることを強く示唆する．

　一方中期始新世の珪藻化石群集は，低緯度地域及びノ

ルウェー海から報告があるほか，カリフォルニアのKe1－

10ggShale及びSidneyShaleからも記載されている
（KANAYA，1957；BARRoN　et　al．，1984）．白坂層の珪藻群

集とは丁名0漉05伽吻6配θα，丁肱∫αSS歪OS¢搬膨4¢α6伽”0脇，

Ao励o吻oぬ％s　sp．（triangular）などの種が共通する（第

4表）．しかし中期始新世の珪藻化石群集はいずれの地

域でも，この時代の指標種である伽s翅04魏郷ob’伽一

g粥を含むのに対し，白坂層からはこの種が全く検出さ

れない．C．oわ‘伽8粥は地理的分布範囲の広い種であり

（FENNER，1985），生物地理区の違いが原因でこの種が

白坂層から産出しないとは考えにくい．従って，白坂層

の珪藻化石群集は他地域の中期始新世珪藻化石群集と共

通する種を含むものの，指標種の（λoδ’伽g備を全く欠

くことから，中期始新世の群集ではないと考えられる．

　後期始新世の珪藻化石群集は低緯度地域，ノルウェー

Table4

　　　第4表　白坂層から産出した主な珪藻化石種の層序的分布

Stratigraphic　distribution　of　selected　diatom　species　from　the　Shirasaka　Formation

Age
①

Characteristicspecies ①
唱

Eocene Oligocene
①
唱
①

o
唱
①
』

帽 ① ⇔ ①
①
』
＜

o
o
①
罵
山

』
唄
邸
国

①
一
℃
℃
●
【
國

①
一
雨
■

』
嘱
邸
国

①
一
邸
■

臥，9
宅Σ
邸
国

｝
①
超

N O ⑩③
Ro徽1εαoゐesα E O ④

S O ⑧⑨

N ⑩
．Ro癩α97α記α E

S ○ O ⑧

N ○ ⑩
Tんα」α3sεosε7α　㎜e｛」∫αcoηoeκα E O ④

S
N O ⑩

Scεゆoηe’8PθspJαη㏄3 E
S ○ ⑧

N O ⑩①
T70chos∫ずα孟70c配eα E ○ ⑤⑥

S O ③

N O ⑩
A伽0吻cん粥sp．（triangul肛） E

S
N

S蜘hαπop頭s即eγゐ％s E
S O O ○ ○ ⑨⑦③

N ○ ⑩
S彦ephαηOP頭s窩α78επα舌α E

S O ③⑨

N ○ O ⑥
P廊JZαγe漉ぬ孟α

E
S

○
○ O
O
O
O

⑥
⑥

N：NorwegianSeaandCalifomia，E：Equatorialarea，S：SouthemOcean、①：BARRoNetal（1984），

②：DzlNoRIDzEetal．（1978），③：FENNER（1978），④IFENNER（1984a），⑤二FENNER（1984b），⑥：

FENNER（1985），⑦：GoMBos（1976），⑧：GoMBosandCIEslELsKl（1983），⑨：H幻6s（1976），⑩l

ScHRADER　and　FENNRR　（1976〉．
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海及ぴ楠氷洋からそれぞれ報告があり，白坂層の群集と

はR側加9γ㈱磁，S妙死㈱o⑳短ss勉ρθγbα及びs．勉αγg漁一

孟αが共通する（第4表）．しかしこれらの種の産出は，

この時期に限定されるわけではない．また後期始新世群

集と白坂層の群集ではこの3種以外に共通する指標種は

ない．従って，白坂層の珪藻化石群集は後期始新世であ

る可能性は少ないと考えられる．

　一方後期漸新世に入ると低緯度，及び南北両半球の中

一高緯度地域のいずれの地域でも，Roo召磁属やs卿64搬

加so㈱αなどの前期中新世にまで生存する新しいタイプ

の広域分布種が出現している（FENNER，1985）．しかし，

白坂層からはこれらの種は全く検出されない．従って白

坂層の時代が後期漸新世である可能性は小さい．

　以上のように白坂層の珪藻化石群集は，中期始新世か

ら後期漸新世の珪藻化石群集の要素を持っているが，そ

の中では，前期漸新世の群集と共通する種が多く，とく

に前期漸新世に産出が限定されるR曜狛oδosαを含んで

いる．このことから本層の珪藻化石群集は，前期漸新世

の群集である可能性が最も高いと考えられる．

6．珪質鞭毛藻化石鷹序

　白坂層から多産する1）歪吻06加44αη4勉は，PERCH－

NIELSEN（1985）の暖海域の珪質鞭毛藻化石帯区分（第

5表）では1）∫吻oo肱んθκαoα魏hα，Co7わfs6瓢ゆo例鰯α及

びN砺o％Joρsづsわ∫αが‘％’αホαZoneから産出している．ただ

し1）‘吻o伽44伽4傾が多産するのは，このうちのc。

αρ∫6％’伽Zoneである（PERcH－NIELsEN，1975）．次いで白

坂層から多く産出するM8so・6綴吻o％励α砂∫o％’伽は，

Co噸s佛ααρ∫o％履αZone以上から産出する（PERCH－

NELsEN，1985）．また白坂層ではく【伽o％Jo凶s伽ρ∫o％厩α

は産出していない．これらのことから，指標種のCoγ一

伽徽αα1廊％履αは産出しないものの，白坂層はσ砂伽一

履αZoneに含まれる可能性が高い．PERcH－NIELsEN（1985）

によれば，この化石帯の時代は最後期始新世から前期漸

新世である（第5表）

　一方寒流域ではこれとは別に，C，吻6％履αZoneに対

応する珪質鞭毛藻化石帯として窺吻oo肱44α裾傾

Zoneが設定され（BuKRY　and　FosTER，1974），さらにこ

れを細分した3つのSubzoneが定義されている（BuKRY，

1975a，b；第5表）．このn44伽4傾Zone及びその

Subzoneは，もともと南氷洋で定義されたZoneである

が，カリフォルニア及びベーリング海などの北太平洋地

域でも有効とされる（BuKRY，1981；PERcH－NIELsEN，

1985）．

　1漉砂oo加44α裾傾を多産する白坂層の珪質鞭毛藻化

石群集の特徴は，この伍吻06加44雌4傾Zoneの定義

によく一致する．更に白坂層の群集はMθsooε冗α砂伽跡

頗αρ伽履αを比較的多く含み，Df吻o・肱か伽g鰯痂を欠

くことから，1）．44伽4傾Zoneの3つのSubzoneのう

ちの砿εsooε％αゆo％’伽Subzone（BuKRY，1975a，b）に相

当する可能性が高いと考えられる．BUKRY（1975b）に

よれば，1）．4顔Zα磁獅Zoneは後期始新世から前期漸新世

にわたり，このうち白坂層の群集が相当する可能性の高

い砿曜・％履αSubzoneは前期漸新世である（第5表）．

　このように白坂層の時代は，珪質鞭毛藻化石層序から

は後期始新世から前期漸新世に絞られ，このうちでは前

第5表BuKRY（1981）及びPERcH－NIELsEN（1985）の珪

　　　質鞭毛藻化石帯区分とBUKRY（1975b）の珪質鞭毛藻

　　　化石帯区分の対比

Teble5　Correlation　of　the　silicoflagellate　zonation　of

　　　　BuKRY　（1981）　an（i　PERcH－NIELsEN　（1985）

　　　　with　the　silicoflagellate　zonation　of　BuKRY

　　　　（1975b）

Age

Siiicoflagellate　Zone

（器羅或）
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期漸新世の可能性が最も高いと考えられる．

7．　白坂屡の地質時代

　以上のように今回の珪藻及び硅質鞭毛藻化石の分析結

果は，いずれも白坂層の地質時代が前期漸新世の可能性

が高いことを示す．

　白坂層を含む白水層群の時代は，浅貝層から豊富に産

出する貝化石群集（浅貝動物群）をもとに従来漸新世と

されてきた（MAKIYAMA，1934；MlzuNo，1964など）．ま

たASANO（1949）は有孔虫の研究から，浅貝層を北アメ

リカ西岸のVaqueros層に対比し，その時代を漸新世と

した．更にTAKAI（1961）は哺乳類化石から石城爽炭層

を後期始新世とした．一方日本の古第三系の生層序を総

括した斎藤ほか（1984）は，白水層群から嫉微化石は全

く産出しなかったと述べ，そしてTAKAI（1961）に従っ

て石城爽炭層を後期始新世と考えて，これより上位にあ

る白坂層を前期漸新世とする対比表を示している．更に

沢村（1984）は，珪質鞭毛藻化石から白坂層を漸新世と

した．

　このように，従来から白坂層は漸新世あるいは前期漸

新世と考えられてきたが，現在地層の広域対比や時代の

決定に最も有効とされる浮遊性微化石としては，珪質鞭

毛藻化石の報告（沢村，1984）があるだけで，珪藻をは

じめ浮遊性有孔虫，ナンノ化石，放散虫化石の研究はな

く，白坂層の時代論は漠然としたままであった．しかし

今回の珪藻及び珪質鞭毛藻化石を用いた研究によって，

白坂層の時代は前期漸新世の可能性が高いことが明確と

なった．また同時に，現段階では資料の極めて少ない日

本を含む北太平洋の古第三紀珪藻化石群集の解析に，新

たな資料を提供することができた．

　なお，北海道の釧路炭田の縫別層からは，沢村・音羽

（1979）及び沢村（1984）によって，白坂層とほぼ同じ

珪質鞭毛藻化石が報告されている．また秋葉ほか（1982）

の縫別層の珪藻化石群集の大まかな特徴は，既に述べた

ように，白坂層のそれとよく似ている．従って，白坂層

と縫別層はほぼ同じ時代の堆積物と考えられる．縫別層

は，凝灰岩のK－Ar年代（柴田・棚井，1982），浮遊性・

底生有孔虫層序（海保，1983；KAIHo，1984），及び下位

にある茶路層から産出したナンノ化石（田中ほか，1984）

にもとづいて前期漸新世と推定されている（斎藤ほか，

1984）．この縫別層の年代は，上記の白坂層の対比及び

時代論を支持する．

8．　ま　と　め

常磐炭田の白水層群白坂層の珪藻及び珪質鞭毛藻化石

の分析を行い次のことが明らかとなった．

　（1）珪藻化石群集の組成は，比較的単調であり，

S妙肱初吻短s属，。4漉鱒p妙虚郷属の比率が高い．

　（2）珪質鞭毛藻化石群集も単調な内容で，伍吻o画α

4瞬磁勉やMεs鰐襯吻副伽α伽％履αが多く含まれ
る．

　（3）産出した珪藻及び珪質鞭毛藻化石から，白坂層の

地質時代は前期漸新世の可能性が高いと考えられる．
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Plate　1

All　figures　transmitted　photomicrographs

Scale　bars　represent10μm．

ScaleA；Fig．11

ScaleB；Figs．1－10，12，13，15，16

Scale　C；Fig．14

Figs』1，　2

Figs．3，　4

Fig。5

Fig．6

Fig．7

Figs．8，　9

Fig。10

Fig．11

Fig．12

Fig．13

Figs．14，15

Figs．16a，b

C召s歩αあso％ssp．B

　JOB178，（1）diameter41μm；（2）diameter28μm．

A・勘吻伽ssp．（triangular）

　（3）」OB178，base16μm，（4）」OB182，base23μm．

、46ψ伽oP砂oん”s　s飢αγ伽s（EHRENBERG）EHRENBERG

　JOB168，diameter43μm．
、4％」α60sづ搬、cfr．g搬％錫‘αホα　（EHRENBERG）SIMoNsEN

　JOB178，（liameter7μm．

Mθ，os伽αα名60履αMOlssEIEwA

　JOB178’一1，diameter20μm．

Pα搬あαε痂6αホα　（EHRENBERG）CLEvE

　JOB168，（8）diameter13μm，（9）（1iameter25μm．

Tんα’αss‘osf名α挽ε4‘α60η”8καSCERADER

　JOB178㌧1，diameter28μm．

Coso伽o画s伽s　s遡わo’o卿o伽s　GRuNow

　JOB178’一1，diameter60μm，low　and　high　focus．

勘α擁伽θ‘ssp．

　JOB178’一1，length25μm，width　IOμm．

1～o％短α8’名α鴛4αSCHRADER

　JOB168，fragment，width11μm．

Ro％短αoわ2sαSc正｛RADER

　JOB182，（14）width8μm；（15）1ength15μm，width7μm．

Oo30‘篇04is6％s？％α㎎づ％α♂％3EHRENBERG

　JOB168，　diameter31μm，high　an（l　low　focus．
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Plate　2

All　figures　transmitted　photomicrographs，

Scale　bars　represent10μm．

ScaleAIFigs．9，12

ScaleB；Figs．1－4，6－8，10，11，13

Scale　C；Fig，5

Fig．1a，b

Fig．2

Fig．3

Fig．4

Fig．5

Fig．6

Figs．7，8

Figs．9，10

Figs．11－13

Soερ孟70％6歪s1）6εヵ五απ％s　FENNER　and　ScHRADER

　　JOB182，fragments、

P3θ％40‘γ伽搬伽働6勉π顔囲（MElsTER）GLEsER

　　JOB168，base55μm．

丁名06んoεづ名αsμ。物osαKITTON

　　JOB178’一1，diameter11μm．

丁名06んo部搬翻oo配6αHANNA

　　JOB168，diameter　11μm，high　and　low　focus．

κ‘3ε召Z6擁6琵αoα短雑αSHEsHuKovA－PoRETsuKAYA

　　JOB168，length37μm．

Rん乞～oso‘¢％歪αsp．

　　JOB178，1ength58μm，high　and　low　focus．

£y短πα泥あo％‘α‘αGRovE　and　STuRT

　　JOB168，（7）length32μm；（8）length44μm．

£郷覗α8搬6痂3TEMPERE　and　FORTI

　　（9）JOB168，length97μm，（10）JOB178㌧1，Iength65μm．

Hε禰α％伽3cfr．ρo砂獅oゆ加s　GRUNow

　　（11）JOB168，base37μm，（12）JOB168，base85μm，

　　（13）JOB178，base85μm．
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Plate　3

All　figures　transmitted　photomicrographs，

Scale　bars　represent10μm．

ScaleA；Fig．8

ScaleB；Figs．1－7

Figs．1，　2

Fig．3

Figs．4，　5

Fig．6

Fig．7

Fig．8

S陀擁㈱oρy短3s砂θγわα（GEvILLE）GRuNow

　　（1）JOB178，diameter28μm，intemal　valve　view；

　　（2）JOB168，（iiameter27μm，extemral　valve　view．

S古θρんα物oρツx歪s　sp。C

　JOB168，diameter28μm．

S陀ρんα％oρly短ssp．F

　JOB168，（4）diameter15μm；（5）（liameter14μm．

S‘砂ん伽oρツ短ssp．A

　　JOB178，（iiameter30，αm．

Sホ砂んα％oρツ短s　gγ％π（ンψ毎GRovE　and　STuRT

　　JOB178㌧2，diameter35μm．

S陀助伽oρツ短s糀αγ8伽α‘αGRUNow

　　JOB182，diameter85μm．
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Fig．1

Fig．2

Fig．3

Fig．4

Fig．5

Fig．6

Fig．7

　　　　　　　　　　　　Plate　4

All　figures　transmitted　photomicrographs，

Scale　bars　represent10μm，

ScaleAIFig．5

ScaleBIFigs．1－4，6－7

S孟砂んα％oρ夕短ssp．B

　　JOB168，diameter54μm．

1）づs古砂んα冗％s　o伽ガ（EHRENBERG）HAECKEL

　　JOB168．

1）fo砂o漉α吻ゾZα％伽窃FRENGuELLI　ex　GLEsER

　　JOB178’一1．

Co7尻sθ卿αんαε’α渉α解伽oγ（ScHuLz）BuKRY

　　JOB168．

ル正θsooθ鴛ααが6％’α渉ααがo％’α臨　（ScHuLz）BuKRY

　　JOB168．

Dづs’砂んα％彿s　sp60鰯％惚sカ6伽伽卿（EHRENBERG）GLEsER

　　JOB178．

1Vα面6梛oρ3歪s　cfr．α滋ε‘万6‘α　（ScHuLz）FRENGuELLI

　　JOB168．
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